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　研究テーマは、神経行動学（聴覚と発声の生理メカニズムの研究）など。ウグイスの「ホー

ホケキョ」の鳴き方の研究に始まり、コウモリや砂ネズミなど多様なモデル動物を相手に、神

経メカニズムの解明に挑む。同志社大学赴任前は神奈川県に在住。京都に来て一番驚いた

ことは、店頭に並ぶソースの種類の多さ。「関東では天ぷらにソースはかけません。肉まんに

からしも塗りません！」。カルチャーショックとの戦いの日々でもある。 

教員の横顔 Kouta Kobayashi

田中 和人  生命医科学部 医工学科 准教授 

研究者紹介 

　研究テーマは、生体･医療材料、微小材料、複合材料の創製とそ

の信頼性評価に関する研究・開発。生体組織（羊膜、骨など）の機

械的特性評価手法の開発など、バイオマテリアルについても幅広

い研究を行っている。趣味は、今から5年ほど前に友人と始めたデ

ィンキー（小型のヨット）やスキーを楽しむこと。でも、「最近は、忙

しくてなかなか時間が取れない」と笑う。誰とでも気さくに打ち解ける、生命医科学部の兄

貴的存在！ 

教員の横顔 

特許取得済みの不織布付多軸多層クロスなど 

Roctool社の技術者と研究室の学生たち 

Kazuto Tanaka

材料工学の視点から 
安全･安心な社会づくりに貢献 
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軽くて丈夫、環境に優しい 
熱可塑性プラスチックを用いた複合材料 

　地球に優しく、ヒトにも優しい、そんな持続可能な社会を実現

していくために、生体･医療材料を含め、モノづくり全般につい

て新たな視点で材料開発を行うことが求められています。例え

ば、自動車のボディを考えてみましょう。鉄鋼材料やアルミ部材

の代わりに、炭素繊維強化複合材料などで代替できれば、車

体の軽量化が可能となり、環境負荷の低減に貢献できるでしょ

う。航空機やレーシングカー、スポーツ製品の一部には、熱硬化

性プラスチック（熱を加えると化学反応（架橋）により硬くなるが、

再びやわらかくすることはできない）の複合材料が採用されて

いますが、成形加工に手間もコストもかかるため、量産すること

は難しいといわれています。 

　「熱可塑性プラスチック（熱を加えると、何度でもやわらかくな

る）を用いた材料開発をめざしています」と、医工学科の田中

和人准教授。熱可塑性プラスチックを用いた複合材料は取り

扱いやリサイクルが容易という長所がありますが、主に短繊維

が用いられていることから強度的な問題がありました。そこで田

中准教授は、連続した炭素繊維を縦横斜めに並べ、ステッチ（縫

い）加工でまとめたノンクリンプファブリックと呼ばれる素材に注目。

資材メーカーとの産学連携により、不織布に加工した熱可塑

性プラスチックをステッチ加工のプロセスで一体的に編み込ん

だ「不織布付多軸多層クロス（NSMC）」の開発に成功しました。

「製造コストが安くて高強度。しかも、複雑な金型形状に沿わ

せやすい柔軟性を持っています」。田中准教授は、この新たな

連続炭素繊維強化熱可塑性プラスチック（CFRTP）の実用化

に自信を深めます。 

 

 複合材料の高速成形技術を開発 

　次のテーマは、新規複合材料を効果的に成形する技術の

確立です。田中准教授はフランスのRoctool社が開発した電磁

誘導加熱システムを、日本で初めて導入しました。これは、交流

電流をコイルに流して磁界を発生させ、ジュール熱によって金

型を発熱させる方法。高周波になるほど表皮しか電流が流れ

ない性質（表皮効果）を利用したもので、金型の加熱･冷却が

素早く行えるという特徴がありますが、「磁場を作り、そこから発

生する電流で金型を温めるので、エネルギーの無駄が大きい」

のだとか。田中准教授は、コイルを使わず、金型に直接電流を

流して温める「高周波直接通電抵抗加熱法」を独自に考案し、

実験的にCFRTPパイプの成形に取り組んでいます。 

こうした研究の一つの集大成として、昨年12月、田中准教授が

実行委員長となって「第1回自動車用途コンポジットシンポジウム」

が同志社大学において開かれました。本学の研究者のほか、

さまざまな大学研究機関、自動車メーカー、繊維メーカーや成形

メーカーなどが参加。100名以上の来場者が訪れるなど社会的

関心の高さが伺えたといいます。「安全で安心な複合材料が

安く大量生産できれば、自動車部品だけでなく、車いすや介護

用品などにも応用できるでしょう。その基礎研究を担っているん

です」。材料が変われば、私たちの暮らしも変わる…。さて、10

年後、20年後にはどんな未来が待っているのでしょうか。楽し

みは増すばかりです。 
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フクロウやコウモリから学ぶ 
聴覚の神経メカニズム 

　医情報学科の小林耕太助教は、神経行動学（Neuroethology）

の研究に魅せられた一人です。「神経行動学は生きものの行

動が、神経でどのように支配されているかを解明しようという学

問です」。例えば、私たちは音が聞こえてくる方向をどのように

判断しているのでしょうか？ その疑問に答えてくれたのは、意外

にも森に棲んでいるフクロウでした。なぜフクロウは、暗闇の中

でわずかな物音だけを頼りに狩りができるのでしょう。研究の結

果、フクロウの脳の特定部分に、音がどこから聞こえてくるかを

敏感に感知し、表現するような地図があることが分かりました。「生

きもののシステムには共通する部分も多く、人間もフクロウと同

じシステムで音を聞き分けているのではないかと考えられてい

ます」。 

　もう一つ、私たちは会話をするとき、自分の声を聞きながら、

時には早く話したり時には高い声で話したりと、無意識のうち

に発声を制御しています。「つまり、自分の声を聞くことが、発

声するために不可欠な要素なのです（聴覚フィードバック）」。

人間の発声システムには、特異的な神経システムが存在する

のではないか。その問いを解くヒントは、コウモリが持っています。

コウモリはパルス（超音波）を発信しながら飛び回りますが、例

えば音が何も返ってこなければ大きい声を出したり、反対に何

か迫ってくるようであれば、たくさん声を出して単位時間当たり

の情報量を増やすなど、状況に合わせて発声を制御している

のだとか。「聴覚フィードバックを受けて、発声を変化させる神経

回路がコウモリの脳の中に発声の音響特性を制御する回路と

独立的に存在しています」。もし、人間にも同じようなシステム

が存在するならば、聴覚障害の治療などに応用することも可能

になるでしょう。 

 

 ありのままの動物の姿を観察することで 
真実が見えてくる！ 

　小林助教の研究室では、コウモリのほかに、砂ネズミという砂

漠に棲むユニークな動物も飼育しています。他の多くのネズミ

は夜行性のためあまり眼がよくありませんが、砂ネズミは昼間も

活動するので視覚が発達しているそうです。「視覚と聴覚とい

う異なる情報が、脳の中でどのように統合されるのかを研究し

たいと思っています」と、今後の取り組みに意欲を示します。 

　フクロウ、コウモリ、砂ネズミ…。特定の行動を研究するために、

その課題にふさわしいモデル動物がいます（クローグの原理）。

神経行動学者は理想のモデル動物に出会うために、山間の

洞窟に潜り込み、熱帯雨林の中に出かけることも珍しくないと

いいます。もちろん、遺伝子を破壊したノックアウトマウスを作って、

病気の研究をすることも大変重要です。「しかし…」と小林助

教は口を開きます。すべての生きものは進化の過程を経て環

境に適応するようにできており、動物たちの感覚や行動も、彼ら

が生きる環境下でこそ最も有効に機能するようになっているの

です。「生命科学も生物学の一部だと考えると、動物がどのよ

うに生きているのか、じっくりと観察して学ぶことも大切ではな

いでしょうか」。そう、語りかけるように話す小林助教の眼差し

は優しさにあふれていました。 

 

動物の行動から生きものすべての 
普遍的な神経の働きを知る 
小林 耕太  生命医科学部 医情報学科 助教 

抑制性伝達物質による発声周波数の制御 
 
 
 

GABA作動薬（Muscimol）を運動神経核に投与するとことで、周波数のみ（B、C）が 
有意に下がった。GABAによって周波数 が制御されていることを示唆する。 
 
 

キクガシラコウモリ（体重 20-30g） 

生分解性複合材料 

ポリ乳酸不織布 

ジュート平織物 

開発した不織布付多軸多層クロス 

高周波直接通電抵抗加熱法 
により成形したCFRTPパイプ 


